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「周波数選択性に優れた逓倍回路」の設計と 

「ﾊｰﾓﾆｯｸ･ﾊﾞﾗﾝｽ 解析」を適用したｽﾌﾟﾘｱｽ除去性能の向上 

１．序文 
水晶発振器の出力を５逓倍或いは６逓倍してｽﾌﾟﾘｱｽの殆ど無い、純粋な 300MHz 帯～
400MHz帯の局発信号を発生する逓倍回路の高安定化／高性能化を行う。併せて、ｼｬｰﾌﾟな
周波数選択性の設計を S ﾊﾟﾗﾒｰﾀ解析で行うと共に、SNAPの Harmonic Balance 解析を利
用してそのｽﾌﾟﾘｱｽ除去特性および入出力特性の最適化を達成する。 
 
２．概要 
（１）本逓倍回路は、出力回路に単同調回路を設け水晶発振器出力の基本波を入力して高

調波を発生し、効率よく逓倍出力する初段回路と、出力回路に３段の複同調回路を

接続し高調波から希望波をｼｬｰﾌﾟな周波数選択特性で抽出する終段回路から構成さ

れる。 
（２）初段は、入力回路を基本波に同調させて基本波に対する逓倍効率を向上させると共

に、出力共振回路に基本波帯に同調するﾄﾗｯﾌﾟ回路を組み込んで増幅の安定度を向上

させ、且つ逓倍効率の向上を図る。 
（３）終段は、出力側に容量結合の３段複同調回路を構成し希望波に対する隣接ｽﾌﾟﾘｱｽを

60dB以上減衰させることを目指す。 
（４）各段の性能はＳﾊﾟﾗﾒｰﾀ解析によりその特性［利得／周波数特性／増幅の安定性等］

の最適化を達成し、総合性能の逓倍特性／ｽﾌﾟﾘｱｽ特性／入出力特性についてはﾊｰﾓﾆｯ

ｸ･ﾊﾊﾞﾗﾝｽ解析で詳細に解析評価する。 
 
３．局発ﾕﾆｯﾄの構成と逓倍回路の基本構成 
 
局発のﾌﾞﾛｯｸ構成を(図１)に示す。 
C31ch から C53chの映像信号を
作るために 67.000MHz から
78.000MHz の水晶発振器で［11
種類の］基本波を発生させ、逓倍

回路にて5逓倍ないし6逓倍させ
て（表１）に示すような［11 種
類：342.000MHz～462MHz］の
局発信号をｽﾌﾟﾘｱｽ無し［基本波に

対してｽﾌﾟﾘｱｽのﾚﾍﾞﾙは-60dB 以
下］に発生する。このとき終段回

路に使用する複同調回路［3 段
BPF］の周波数選択特性は希望波
（逓倍波）が双方特性の中央の谷

2004.11.23 
Mr. Endo 
Copyright©  MEL 

Fig.1 

Table.1 


